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研究成果の概要（和文）：暖流系の浅海岩礁域としてソトイワシ、寒流系の浅海岩礁域としてタ

ヌキメバルとキツネメバル、暖流系の浅海砂底として、ウシノシタ属、寒流系砂底としてメイ

タガレイ二種、深場砂底暖流系としてキンカジカ、深場中層寒流系としてサケビクニン複合種

群。浅海底性遊泳暖流系としシマアジ二型、汽水性内湾のものとして有明海のカタクチイワシ

科エツをそれぞれ分子遺伝学的、形態学的に分析し、一定の結果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：Albula as warm-shallow water reef fishes, Sebastes vultes and S. 
zonatus as cold-shallow water reef fishes, Cynoglossus as warm-water bottom fishes, 
Pleuronichthys as cold-shallow water bottom fishes, Cottiusculus as cold-deep water 
bottom fishes, Careproctus as cold-deep water mesopelagic fishes, Pseudocalanx dentex 
as warm-water pelagic fishes, and Coilia as warm-blackish water fishes were studied by 
molecular and morphological analyses. We got good results for these studies. 
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１．研究開始当初の背景 

日本列島沿岸の海産動物で暖海性の浅海
岩礁域に生息するものは日本海型と太平洋
型という地理的二型がしばしば問題になっ
ていた。貝類ではサザエ、魚類ではウミタナ
ゴ類、ハゼ科のキヌバリ・チャガラといった
海産動物において、日本海型は対馬暖流、太
平洋型は黒潮に対応する分布の特徴を示し
ていた。そして、これらの分布の起源は対馬
暖流が最後に開いた最終氷期の終了した時
に求められていた。そして、私たちの研究グ

ループの研究で、浅海岩礁域の日本海型と太
平洋型だけでなく、水深が 200－400ｍに生息
する底性魚類にも同様な地理的二型のある
ことがわかってきていた。さらに、沿岸遊泳
性のアジ科の何種かにも二型があることも
わかってきていた。さらにこれに加えて、黄
海と有明海の魚類相の関係も含めて、海洋構
造と魚類相の関係が歴史的に解釈できるの
ではないか、というデータが蓄積されつつあ
った。 

 



２．研究の目的 
研究代表者の中坊は 2002 年に刊行した書

籍の中で、暖流、寒流、浅海、深海、岩礁、
砂底などの生息環境で日本列島近海の魚類
相を 17 の区分に分けた。この区分の歴史性
を解釈するために、それぞれの小区分に属し
ている魚類を、分子系統解析と形態解析から
比較検討して研究を開始した。目的は日本列
島の海産魚類の成り立ちを歴史生物学的に
究明することであった。 

 
３．研究の方法 

研究対象魚を、浅海域と深場のものに分け、
それぞれ目的に該当するものを選び、分子遺
伝学的手法と形態学的手法を用いて分析し
た。分子遺伝学的分析では主に進化速度の速
いミトコンドリア DNA のチトクローム b遺伝
子領域、あるいは調節領域を用いた。得られ
た配列から個体群間の系統関係と固定指数
を指標とする集団間の遺伝的分化を明らか
にした。また、遺伝子系統の地理的分布情報
を取り入れた階層クレード分析（NCA）も新
たに取り入れた。形態学的分析では計測形質
の主成分分析、脊椎骨数などの計数形質を総
合的に分析することによって集団構造を把
握した。 

 
４．研究成果 

暖流系の浅海岩礁域のものとしてソトイ
ワシ科ソトイワシについて台湾と朝鮮半島
のものがまとまり、日本近海のものと違う可
能性を得た。寒流系の浅海岩礁域のものとし
てフサカサゴ科キツネメバルとタヌキメバ
ルの生息場所と種分化の程度の関係を追及
したところ、能登半島と北海道・東北では種
間の分離の程度に若干の相違があることが
判明した。これは、現在の両種の分布と種分
化の程度が地理的な場所で異なっているこ
とを示し、画期的な結果と思われる。同じく
寒流系浅海岩礁域のアカタナゴは伊豆半島
の西と東で別種相当の遺伝的相違があるこ
とが判明した。これの歴史地理的な解釈は不
明である。当初の予測を超えた結果だと思わ
れる。暖流系の浅海砂底に生息するものとし
てハゼ科のワラスボとハゼクチ、ウシノシタ
科アカシタビラメについて黄海と有明海の
集団を比較した。これらは予想通り、両集団
間にわずかの遺伝的相違がみられた。寒流系
の浅海砂底の魚でガンギエイ科コモンカス
ベの黄海、日本海沿岸、東北地方太平洋沿岸
のそれぞれの集団を分子遺伝学的に比較し
た。おなじくガンギエイ科コウライカスベは
朝鮮半島南西岸に固有の種であるが、科内の
他の種と比べて独立した属に含めるのが妥
当であると判断する結果を形態から得たが
分子遺伝からは逆の結果が出ている。地理的
分布の特殊性から、この結果をどのように判

断するのか、まだ答えが出せていない。寒流
系砂底のものとしてカレイ科のメイタガレ
イ二型の比較研究を行った。これらの二型は
互いに別種であり、うちひとつは新種であっ
た。しかし、生息場所がずれるものの地理的
分布は大きく重なり、その歴史的解釈は出来
なかった。深場砂底暖流系としてナガアオメ
エソ科の分類学的研究を行った。この分類群
は南半球にも分布しており、北半球のものと
比較した結果、南半球のものは新種であるこ
とが判明した。日本近海におけるこれらの分
布の歴史は相当に古いことが考えられた。深
場砂底寒流系としてカジカ科キンカジカの
地理的二型を分析した。北日本沿岸において、
これらは日本海型と太平洋型に明瞭に分離
し、それぞれ別種であり、うちひとつは新種
であった。これらの分布の要因として日本海
の成立が深く関わっていることが推定され
た。深場中層寒流系としてクサウオ科のサケ
ビクニン複合種群の分子遺伝学的に分析し
た。日本近海で 3 群が認められ、日本海に 2
群、太平洋に１群と分布が明瞭であることが
明らかになった。これらの系統関係から、日
本海と太平洋は複数回繋がったり離れたり
していたことが推定された。浅海底性遊泳暖
流系の魚としてアジ科シマアジの二型を比
較分析した。これらはやや分布がずれるもの
の輪郭を把握するにはいたらなかった。汽水
性内湾のものとして有明海のカタクチイワ
シ科エツを朝鮮半島黄海沿岸のものと比較
したが、分子遺伝的に少し相違があることが
確認できた。以上を総合して東アジアの魚類
相を生物地理学的観点から総説を 2編表して
学術雑誌で発表した。これらの成果は、次の
課題として「東アジア固有要素」の海水魚の
追求の必要性を浮かび上がらせた。 
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